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きがしは

茨 木 市 に は 、 郡 遺 跡 の 他 数 多 くの 遺 跡 が 存 在 して か りま す 。

郡 遺 跡 もそ の ひ とつ で 、 昭 和 29年 夏 に 児 童 遊 園 地 造 成 の

際 に 郡 神 社 南 側 の 丘 陵 で 弥 生 時 代 の 上 器 の 破 片 が 見 つ か り、

そ の 10年 後 に 名 神 高 速 道 路 及 び 同 茨 木 イ ン タ ー チ ェ ン )が

出 来 る こ とに な り調 査 した 結 果 弥 生 時 代 の 土 器 等 が 見 つ か り、

遺 跡 の 存 在 が 決 定 的 な も の と な りま した 。

今 回 の 概 報 は 、 昭 和 48年 6月 ～ 8月 に か け て 発 掘 調 査 を

行 った 茨 木 市 立 西 幼 稚 園 (上 穂 積 )。 同 52年 6月 ～ 8月 に

か け て 発 掘 調 査 を 行 った 茨 木 市 立 畑 田 小 学 校 (畑 田 )の 成 果

を ま とめ た もの で あ りま す 。

本 書 が 古 代 の 人 々 の生 活 を 知 る 上 で 少 しで も役 に た つ こ と

を 願 い 、 これ か ら も貴 重 な 文 化 財 の 保 存 保 護 に 全 力 を 尽 〈す

所 存 で あ りな す の で 、 今 後 と も よ ろ し く御 理 解・ 御 協 力 を か

願 い 致 しま す 。

最 後 に 、 地 元 の 人 々 を は じめ 、 多 くの 調 査 関 係 者 の 助 力 を

うけ ま した こ とを こ こに 記 して 感 謝 の 意 を 表 しま す 。

茨 木 市 教 育 委 員 会

教 育 長  小 野  耕 五 郎



口

1.本 概 報 は 、 茨 木 市 教 育 委 員 会 が 公 共 事 業 の 一壌 と し

て 、 本 市 教 育 委 員 会 社 会 教 育 課 と同 施 設 課 の 協 議 の も

とに 発 掘 調 査 を 行 い 、 そ の 概 要 を ま と め た もの で あ る。

2.調 査 に は 、 茨 木 市 教 育 委 員 会 社 会 教 育 課 文 化 財 係 奥

井 哲 秀 を 担 当 者 と して 昭 和 48年 6月 ～ 8月 (市 立 西

幼 稚 園 )、 昭 和 52年 6月 ～ 8月 (市 立 第 24小 学 校

・ 仮 称 )に か け て 行 った もの で あ る。

3.調 査 に あた って は 、 昭 和 48年 夏 は 主 に 近 畿 大 学 考

古 学 研 究 会 の メ ン ,｀ 一 の 他 、 諸 学 生 の 協 力 を 得 、 昭 和

52年 夏 は 、 白 井 忠 雄 氏 の 他 近 畿 大 学 考 古 学 研 究 会 の

メ ン
'｀

一 と東 奈 良 遺 跡 調 査 会 の メ ン ,ヽ 一 の 協 力 を 得 査

した こ と を 厚 〈感 謝 い た しま す 。

4.概 報 作 成 に あ た って は 、 白 井 忠 雄・ 大 野 恵 三 子・ 東

奈 良 遺 跡 調 査 会 の メ ン ,｀ 一諸 氏 よ う援 助 と助 言 を受 け

ま した こ と厚 〈感 謝 い た しま す 。

5。 本 文 の 執 筆 は奥 井 哲 秀・ 白 井 忠 雄 が 行 い 遺 物 に つ い

て は 大 野 恵 三 子 が 行 った 。
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第 1章 遺 跡 の位 置 と環境

茨木 市は、大 阪府 の北東部 三島平野 を形 成す る 一部 で あ り、昔 か ら京都・ 大

阪 を結 ぶ交通の要路 で地域 的 に も重要 な位 置を 占めてか り、 中国 山地 か ら連 な

る丹波 山地 と大 阪平野が接 す る ところに位 置す る。

本 市の地 形は南北 rC細 なが 〈北部 は山・ 丘陵地帯 で京都府 と境 をひ き、 南部

は淀 川 に面 した平野部 となる。 さ らに安威 川・ 佐保 川・ 勝尾寺 |||が 北部 の山間

部 か ら南部 の平野部 を縦 断 し、近江・ 山城・ 大和か ら源 を発す る大河 川淀 川 と

連 らな う大 阪湾 にそそいでいます。

これ らの河 川は茨 木 の歴 吏発 展に非常 に重要 な役割 を果た してか り、 なかで

も安威 川は、そ の源 を丹波 高原 に発 し、 重作 の上流 で音羽 川 と合 し、 さ らに野

々宮 の地 で玉
'IIと

合 し、 西流 して神崎 川にそそ ぐ。 この間に両岸 の村 々は 川水

に よって しば しば磨既 す る ところが多 く、そ のため中流 にはい くつか の堰 が設

け られ水路 を掘 って川の水 をひいていた。 しか しこれ らの水 をひ き得 るか否か

で死活 問題 ともな り、古来か ら丼堰 をめ ぐっての水論が ま き起 こされ ていたの

である。

本市 には、北部 の山間地帯 や南部 の平野部 に も数 多 くの遺跡がみ うけ られ、

最 も古い時期 の もの として無 土器 時代 の石器 の発見 が山間部 の佐 保 川 上流 の庄

ノ本・ 免 山辺 うか ら見 られ る らしく、 また平野部 での遺跡 か ら若千発 見されて

い る。 しか し縄 文時代 の遺跡 は少 な く、 断片的 な遺物が発 見 され た初 田遺跡 の

みで あるが 市域 の どこかには縄 文時代 の遺跡が ある とみ られ る。次 の弥生 時代

になる と農耕生活 とな り全国 で も遺跡 の数が多 くなるが、 この地 に も遺跡 の数

が急激 に増大 し、代表的 な東奈良遺跡 の他、 耳原・ 五 日市・ 安威・ 大 田・ 中条

。上中条・ 溝 咋・ 目垣 な どが あ り、 なかで も東奈良遺跡 は弥生時 代前期か ら古

墳・ 歴 史時代 と続 き、遺 跡 の大 きさ、 出土遺物 の多量・ 多様 さは全国的に もあ

な り例 をみ ず、 と くに昭和 48年 か ら翌年 にかけての銅鐸 の鋳型 等 の出土は 目

をみは る もので ある。 この時代 の遺跡 のほ とん どは標 高 7mか ら 15m査 での

低地 に多 く見 られ る。 さ らに古墳 時代 になる と東奈良遺跡 の ように集 落が古墳

-2-



時代以降 も続 くものを別 として、一般的に古墳 と呼ばれ る封上を もった ものに

は、古墳時代前期の紫金 山古墳・ 将軍山古墳が あり、中期 には三島藍野陵 (継

体天皇陵 )と い った台地山に巨大 な前方後円墳があり、後期 になると、南塚・

耳原・ 海北塚・ 青松古墳 とい った横穴式石室 をもった もの、また安威古墳群・

新屋古墳群・ 郡古墳群 といった群集墳があり、隣接する高槻市の多数の古墳 と

ともに北摂津の一人古墳群が存在 している。 しか し、「 大化の薄葬令 」施行以

後、古墳の築造は減 り、わずかに初 田 1号墳 。上寺山古墳 (火葬墓 )の みであ

る。

こ うした環境 の中に存在す る郡遺跡 は、現在 の茨木 市郡・ 上穂積・ 春 日・ 畑

田地域 一帯 に広が り、今 査でに確認 された範囲 では、 南北約 600m・ 東西約

700mの 大 きな弥生 時代か ら古墳 時代・ 歴 史時代へ と続 〈複合遺跡 で あ った

と思われ る。

周辺 の地形 は北部 を乏 ノ坂 山地、西部 は標 高 80m前 後の低 い千里丘陵が の

び、東約 500mに 安威 |||と 勝 尾寺 川が合流 して 1本 の安威 川 とな り、 南部 は

平野部に市街地 が広が ってい る名神茨木 インターチェンジの周辺 で標高約 10

m前 後に位 置す る。 こ うした地形 は、水 にめ ぐなれて農耕生 活 を営 むに もよ く、

また漁 業に も適 してか リー歩北部 の山に入れば獣類 の捕獲 もで きる。 したが っ

て人 々は比較 的安定 した生活 を営み、除 々に定住 してい くのであろ 多。
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第 2章 調 査 経 過

郡遺跡は、 昭和 29年 の夏、郡神社 南側 の丘陵 を切 り開いて地元 の人達の総

畠で児童公園 を造 る事 にな りそ の時 に掘 うか こされた上の中か ら弥生 式土器の

破片が 見つか ったのが最初 で あ り、そ の 10年後 日本道路公団 に よる名神 高速

道路 が通 る ことにな り、 それ とともに名神茨木 イン ターチェンジが併設 され る

際 に試 掘調査 を同志社大学 の応援 を得 て 2ケ 所調査 された ところ現地下 75切

の処か ら弥生時代後期 (畿内第 V様式 )の 上碁 ゃ須恵 器が出上 し、 さ らに イン

ターチェン 」のす ぐ南 を昭和 48年 か ら翌年 にかけ て約 20,000m2の 範囲を発

掘調査 され た ところでは、弥生 式上器・ 土師器・ 須恵器等 が多量 に出土 しさ ら

に石器 や馬 の歯 な ども出上 してい る。 また遺構 も弥生時代 の住居・ 井戸・ 方形

周溝墓・古墳時代 の溝・ 墓 な ども数多 く検 出されてか り、弥生時代か ら古墳時

代・ 歴 史時 代へ と長 〈続 いたかな り大 きな遺跡 である ことがわか って きた ので

ある。

今回 の概 報 に記 す ものは、 上記 の調査 と同様 に昭和 48年 夏に発掘調査 を行

った もので ある。 同年 に郡遺跡 の範囲 とみ られ る上穂積 に市教 委が市立西幼稚

園 を建 設す る ことにな り、それ に先 だ って発掘調査 を行 うことに な った。 調査

の範囲 は、園舎 とグラン ドの計約 540m2の 広 さで あ り、 約 2ケ 月の 予定 で大

学生や 高校生 の協 力を得 て行 った。 また昭和 52年 に畑 田に市教委が市立 第

24小 学校 (仮称 )を 建設す る ことにな ったが、 この地は郡遺跡 の中心 とみ ら

れ る処 か らは東へ離れ る ところか ら同年 5月 に予定地 の全域 にわた って 10ケ

所の試 掘 を行 った ところ地下約 50例 の処か ら茶褐色 の粘 土層 (包含 層 )が あ

り古墳 時代 の須恵器等 の破片 が出土 した ことか ら郡遺跡 の範囲が ここなで広 が

る ことがわか り工事 に先 だ って、校舎 2つ と体育館 の予定地 の発掘調査 を同年

6月 か ら 8月 にかけて行 った。

今回 の概報は、 上記 2ケ 所の発掘調査 の結 果 をま とめた もので ある。
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第 3章 調査結果 (市立西幼稚園 )

1.調 査 日 誌

6月 20日

発掘調査開始、 衰ず調査範囲 の確認 と、 10m四 方に地 区の割 り付 けを行

う。

6月 21日

地区割 り付 けの続 査と、 男 2人、女 3人 の調査補助 員 で茶掲色粘質 土層

(包含 層 )の 除去作業 を行 う。

6月 22日

この 日か ら 7月 9日 まで包含層の除去 作業 を続け る。そ の間、 7日 間は休

日のほか雨のため作 業を中止 した。弥生 式上器 の他須恵器 の破片 を少 量 な

が ら検 出され て きた。

7月 10日

柱穴 (じ ッ ト )を 数個検出。縦・ 横 に並ぶ 可能性 があ り全員で検討す るが、

結 果 はでず しまい。 さ らにだ 円形 の堀 ♭込み を検出す る。

7月 11日

残 っていた包含 層除去作業 も本 国で億ほ終 り、全員 で遺構 の検出歩 よび遺

構掘 うに入 る。

7月 13日

単 なる溝 と思 われ ていたのが上か ら見 る と四方に囲 るため方形周溝墓 の可

能性 が ある ことがわか る。

7月 20日

夏休 み とな った地元 高校生 の応援 で作 業 を進 めるが、 しば ら〈雨が降 らな

いため地 山査で下げた面は地割れが ひ ど 〈作業が困難 で ある。

7月 22日

方形 固溝墓 の溝堀 うや、 ピッ ト・ 土拡 の遺構 掘 うを行 う。 方形周溝墓 の北

溝 よう弥生 式土器が出土。
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7月 30日

日照 りが続 き暑い 中ほ とん どの人が バテぎみで ある。 ,ヽ ケツリレーを しな

が ら遺構 面に水 をな きなが らの調査 を続け る。

8月  1日

方形周溝墓を完掘す る。溝か ら出上 した遺物か ら弥生時代中期 の もので あ

る ことがわか った。実測 及び他の遺構 掘 りを行 う。

8月  8日

雨 の降 らない 日が続 き、ついに市民 づ― ルの開放が無期延期 とな り、 そ の

ア ル ,｀ イ トの人達が調査 の応援 に とて くれ る。

8月 13日

この 日か ら盆休み とな り、人数が少 し減 るが調査 を続行す る。

8月 18日

数 多 くの土拡 を検出す る。 また堀立柱 の住居址 1基確認す る。

8月 19日

全域 の実測及び レベ ルの測量 を行 う。

8月 22日

すべての調査が完 了す る。

割 ♭ 付 け

下図の ように北か ら南 にかけて アルファベ ツト、西か ら東へ算用数字 で表

わ しそ の間隔を各 10mと し、各 基点を東南角 とす る。

2.



3.層

図 -2

① 耕

② 床

③茶ぞ琶暮置÷層

④ 地 山 (生活 面 )

土

上図 の図 -2は 層の幅、① 20翻  ② 10師 ③ の層は場所に よってない

ところ もあるが平均 5～ 6例 であ り非常 に浅 い ところか ら地 山 (生活 面 )が

確認されている。③層よう弥生式上器や須恵器の破片などが出上しているが、

後世にか な り削 うとられ ている可能性が強 い。

4.検 出遺構 か よび遺物

a.方形周溝墓

KNF-3・ 4地 区で 1基検出 した。 (図 版-12)。 この 方形周溝墓は周囲

四方 と も完全 に溝 で囲 なれてか り、規模 は、 南北 8m。 東西 12mの 長 方

形 の もので あ り、西溝 と東溝が幅約 1.2m、 北溝 と南溝が幅約 0.6mで あり、

深 さは若干 の ちがいは あるが四方 とも約 30～ 40師 の もので ある。 さ らに

内側 の台状部 には主体部 (被葬者 )と 考え られ る ものは検出で きなか った。

これ ら溝 の深 さな どと考え合わせ る とすでに大部分が削平されていた こと

にな り主体部 は検出で きなか った もの と考え る。 しか し台状部 では多数 の

柱穴 (じ リト)と 2基の上増 を検 出 した。 方形周溝墓 の時期は、北溝 内 と南

溝内の底 か ら少 し上で (図版 15の 1)弥 生時代 中期 (畿 内第 Ⅱ様 式 )の

壷が各 1点ずつほぼ完形 で横に倒 した よ うな状態 で出上 してか り、 この被

葬者 のための供献 土器 と考え られ る ところか ら若干 の前後は あるが この時

期 と考える。

郡遺跡 では、 これ までに も 10数 基の弥生時代 中期 の方形周溝墓が確認

され てか り、 この地 区の もの もその連続性 あるいは関係が深 い もの と思 わ

れ る。 したが って墓域 の広が りはさ らに南へ のび る ことも考え られ、 また
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集落 も今後の調査によっては広がるとも考え られる。

b.土 損  墓

方形周溝墓の内側台状部には土墳 -1・ 土壊 -2(図 版 -12)の 2基

の上墳 が検出されたが土壊 -2は 墓 としては成 り立たない可能性が強い。

土増 -1は 方形周溝墓の主被葬者 と何 らかの血縁関係を もつ もの と考える。

澱 長さ×幅 ω 平均の深さ eTll 主 軸

1

2

3

4

5

1.7× 0,7

1.OXO。 7

1.7× 0,9

2.lXl.1

1.6XO.8

20～ 23

20～ 22

21～ 26

18～ 20

20～ 22

E・W

″

〃

S・N

〃

表 -1

c.土 装 群

前述 の方形周溝墓 よ り北側 に この一群が存在す る。(図 版 -12)こ れ ら

の上墳 群 の 中には墓 としての性格 を もつ もの と、全 く違 った もの も含 まれ て

い るので一応土装 と称す。 これ らの上紫はそのほ とん どが 主軸 を東西 に と

っている。 方形周溝 墓 とは違 った墓 の形体 では あるが何 らか の形 で関係 が

ある と思われ る。

各 土装 か らの出土遺物 は少 な く、弥生 式上器・ 土師器・ 須恵器 な ど各時

期 にわた ってか りは っき クと時期決定 で きる ものは ないが、 畿内第 Ⅱ様 式

後 半の ものは出土をみ ないので、 方形周溝墓 よ う若干新 しい時期 と考え る

がそれほ どの大差 は ない。 規模 については表 -2を 参 照。

d.堀 立柱 住居 J4L

KNC-1・ 2の 地区に なたが ってい るが、 主軸 を南北 に歩 き、 南北 に 3

間 の じッ トが並び、 東西 に 2間 の じッ トが 並ぶ で あろ うが東西 には並ぶ じ

ッ トは 2個 しか ないため中央 の 1個 は削平されたかお ともと浅か ったのか

また初 めか らなか ったのかは不明 である。 またそ の時期 に関 して もピッ ト

か らの出土遺物 が ないため不明 で ある。

査た周溝外 あるいは溝が埋 もれ

て しま った あ とで造 られた土装

墓が、 土装 -3・ 4・ 5の 3基

検出されてい るが 5基 とも時期

が決 定的 とな る遺物 の出土をほ

とん どみ ないため不明 で ある。

規模 については表 -1を 参 照。
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長 さ ×幅 ゆの 平均深 さ 0の

E .W

″

〃

〃

〃

〃

じ ッ ト

〃

S .N

〃

E oW

〃

″

″

ピ ッ ト

S.N

E ,W

″

〃

″

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

15～  6

20前 後

15前 後

12～  3

25～  6

40～  4

15～  6

9～ 10

18～ 2.0

15～  6

9～ 11

16～  7

23～  5

12～  3

15～  6

14～  5

20～  1

15～  6

12～  3

7～  9

12～  3

9～ 11

15～  6

14～  5

35～  6

20～  1

38～  9

20～  1

170Xl10

250× 150

340×  90

250×  90

260× 100

250× 130

70×  80

200× 100

160X100

150×  80

210× 110

150×  70

280× 120

220×  80

160× 130

160×  70

230×  70

160×  70

180×  90

220×  90

220×  80

200×  80

160X100

170×  90

130× 100

190× 100

150× 100

180X 50

1

2

3

4

5

6

7

9

10

1  1

13

17

18

20

22

23

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

39

-1併 表 -2



調査結果 (市立第 24小学校 )

1.調 査 日 誌

昭和 52年 6月 8日

校舎 及び体育館 の建地範囲 を確認 し現地 で杭 を配す。挿図 -6の 様 に調

査地区 を A・ B・ C地区 とし全体 を 9m2に 割 り付 を し順次番号 を付 けた。

6月  9日

A地 区南西部 よ り本格調査 を開始す る。 層位 は、地表 よ う20例 が耕 土

それ よ り下 20師 が床 上で、床 上 を外すと茶掲色粘質 土層 (包含 層 )に 当る。

この結 果に よ り、順次 包含 層の 上面衰で機 械 に よる第 一次削平を開始 した。

6月 13日

C地区 も A地区 と同 じ く第 一次削平 を開始す る。併行 して全体 の 500

分 の 1で 平板 測量 を実施 した。

6月 20日

A地区は包含 層 の除去 も一応終 り、 C地 区の包含層の除去 を始 め る。

6月 21日

C地 区 も一応包含 層の除去 を終 り、 B地区の包含 層 の除去 を始 める。

B地区 は、思 っていた よ り出土遺物 が多い。

6月 23～ 25日

雨が降 ♭続 〈が、作業は休 まず テン トを張 ってみん な元気 に続け る。

しか し、雨 の為 一輪 車が思 う様 に動かず、調査 は難行す る。

6月 26日

B地区包合 層除去 を一応終 る。

6月 27日

B地区西部 よ り遺構 の発掘 を開始す る。

7月  7日

B地区 の遺構 の発掘 は井戸 -1と 井戸 -2を 残 し一 応終 え、 C地区へ と

移 る。

-11-



7月 13日

B地 区 の井戸 -1・ 井 戸 -2の 遺構発 掘調査 を終 え写 真撮 影 を行 う。

7月 14日

B地区 の全体写真撮 影 を行 う。 16日 の郡 (畑 田 )遺跡 見学会 の写 真を

撮 る為 に新聞社が現場 に来訪。

7月 16日

郡 (畑 田 )遺跡 見学 会 午 後 1時 よ り行 う。 多 くの見学 者が現場 に来訪。

A地区 の遺構 発掘 を始め る。

月 21日

A地区 とC地区 の遺構発掘 を一応終 え る。

月 25日

B地 区の実測開始。

7月 29日

C地区 の全体写真撮 影 と実測開始。

8月  1日

A地 区 の全体写 真撮 影 と実測開始

8月 12日

A・ B・ C地区 の実 測 を完 了 し郡 (畑 田 )遺跡 の発 掘調査 を完 了す る。

郡 (畑 田 )遺 跡 全 景

-12-
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2.内 業 調 査

内業調査は、奥 井哲 秀 を中心に、 KH地 区の遺構 を白井忠雄 一KN・ KH

地 区の出土遺物 を大野恵 三 子が行 った。 なか遺構 に関 しては松 岡良憲・ 石 田

治雄 両氏 の援助 を受 けた。

遺 物 に関 して、 出土量が諺大 で、 又時間的制約が あ り全 てを観察 出来 なか

った ので、今後修 正を加え なければ な らないだろ うと考え られ る。

3.割 り 付 け

割 り付 けは、 図 -4の 様 に北西 角か ら東 と南へ 9mづ つの割 り付 を行い、

llk次 1番 か ら番号 を付け る。

図-4 KH A・ B・ Cナ也区 害Jり 付図

11 8 2 8 め 別 45 68 69

6 l j5 19 143

唖

一

70

3 6 電
L

19 147 166

4 B 鬱 6 llXl 17 148 65 72

B L B 7 J2 25 40 64 173

6 3 26 [63 174

7 〕ユ 6 発 l13 t38 162 175

8 17 32 l 6 逓 lX 113 28 137 152 76

9 6 13 7 盟 L 105 112 IZ9 153 1611

5 14 8 B 32 17 1∝ 130 135 178

4 15 Ю 2 13 1" 110 134 155 158 179

L2 Ю 17 ,4 108 109 132 33 156 130
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4.遺 構 (KH― A・ B・ C)

KH地 区 の土層躍は、 図 一

6の 様 にな ってか り包含 層 に

は、弥生 式土器・ 須恵器・ 土

師器 。中世 の瓦 器等 の遺物 を

包含 して全体 的 に須恵器が多

い様 である。 包含 層 の厚 さは、

A地 区か らC地 区に移 るに し

たが ってだん だん薄 くな って 図 -6 KH層 位 図

行 く様 で あ り、 この様 な現象か らKH地 区は郡遺跡全体か ら見れ ば、遺跡 の

東側 に当 る地 区で あろ うと考え られ る。 KH地 区 の包含 層は遺物 に時期的 な

差が 大 き 〈観察 され るゆえに この層 自体整地 層で あ ったのか もしれ ない。 ゆ

えに遺構 は全地区 にわた り大 き く肖1平 を受 けてい る。

KH― A地区 の遺構 に関 して (図 版 1・ 13)

溝 -11、 幅 82師 、長 さ 10m81師 、深 さ 11例 の U字溝 で ある。 時

期 は弥生 時代 中期 で ある。

溝 -10、 幅 50切 、長 さ 18m、 深 さ 25師 の U字 溝 で ある。 時期不明

土墳 -1、 長軸 lm73師 、短 軸 40側 、深 さ 50側 、 出土遺物 は 2で あ

る。

方形周溝墓群 -5、 6、 7、 8、 9 この方形周溝 墓群 は、 5の 西側 lFCも

う一基 ある様 で、築造 の順序は、 この 5の 西側か ら 5→ 6->7->8→ 9と 考

え られ る。築 造 に際 しては、一溝 づつ溝 を共有 して造 られ 5・ 6・ 7は づ リ

ッジが残 っている。 主体部 は、 後世 の削平で不明 で ある。 この方形周濡墓群

の特色 は、 6号なでは一辺 の長 さが 9mで あるのに、 7号以後は縮少 の傾 向

を示 してい る。溝 の深 さは、 5-60m、 6-30印 、7-10例 、 8-24例 、

9-32例 で ある。 時期 は 6が弥生時代 中期 で ある。

掘 立柱建物址 -1 4間 (lm 40側 )× 3間 (lm 10師 )時 期不明

1.耕 ±  20ο″

2.床  ±  20θ″

3.茶褐粘質土層
(包含層)40θ″

4.褐色 レキ層 (地山)

-1}



KH一 B地 区 の遺構 に関 して (図 版 2・ 3・ 4・ 14)

溝 -1 幅 2m70例 、 長 さ 10m、 深 さ 60切 の U字溝 である。北に行 く

に したが ってだん だん と浅 くな って行 〈。 出土遺物 は 18・ 21・ 12・ 17で

ある。

溝 -2 削 平が ひ ど 〈痕跡 しか見 られ なか った。

溝 -9 幅 60例、 長 さ 29m、 深 さ 21初 の U字溝 で ある。時期不明

図 -7 KH B地 区井戸 -1

I,1111   1

平 面 図

図  一

-1併

8 井戸-2 遺物出土状況



井 戸 -1 掘 方上部は長軸 2m30翻 、短 軸 lm 80例 下部は長軸 2m、 短

軸 lm 60師 深 さ 2mで そ こに一辺長 さ lm、 幅 50師、厚さ 7師 の 板 材 を 井

に 5段組んで井 戸枠 としその井 戸枠 内に図 -7・ 8の 様に土器を入れ ている。

井戸枠の下層は井 戸枠 を据やす くするために円形(lmlo例 × lm30切 × 30師 )

窪 めてい る。発掘 中に発 見 した事 で あるが、 北東 の下層 に誘水層が あ り今 で

も一日で水が 上部 30側 の所まで湧 いて くる。 他 の出土遺物 は、 上部 lm

(上層 )の 所 に 32が 出土 した。出土遺物 は全 て仮器 とな っている様 で ある。

井 戸 -2 掘 方上部 は一辺 lm9o初 の四角形 で下部 は直径 lm25例 の

円形 である。深 さは上部 (四 角形)は 2m30例 、下部 (円 形 )は 30例 で ある。

出土遺物 は 上層 で 28・ 29 下層 34・ 35・ 36で ある。

方形周溝墓  1・ 2・ 3・ 4 深 さは 1-32銅 、2-30翻 、3-60例 、

4-35例 で ある。 時期 は 4の 弥生時代終 末期以外は不明 で ある。 主体部 も

4の 上装以 外は、 削 平 され ていて不明 で ある。

KH一 C地 区の遺構 に関 して (図版 5・ 6・ 14)

ピ リト群 1・ 2 1も 2も 2間 で北へ のび る建物址 で ある よ うで ある。

1は 、 1間 が 2mで 深 さ 40例 で ある。 2は、 1間 が 2m10翻 で深 さ 30

翻 で ある。

住居址 -1 5m× 4m50例 で 4本柱 の竪 内住居址 で ある。竪 内の深 さ

は 12切 で ピ ットの深 さは 13例 ある。 時期 は床 面に 6世紀前半 と考え られ

る須恵器 の杯蓋 の破片が あ った。

井 戸 -3 -辺 3m70翻 の四角形 の掘 方で深 さ 3mで ある。 下部 には、

直 形 lmの 円形の井 戸枠 を組んでい る。 この井 戸枠 は 3個 に分解で き 1個づ

つ に枠穴 が あけ られ てい る。井 戸枠 自体は 全体に痩せ てお り正確 な数置は不

明で ある。 この井 戸枠 を据 る為に丼 戸枠 の下 30翻 窪め井 戸枠 の 外側 に 3コ

栗石で井 戸枠 を固定 してい る。 この井 戸も 2号 同様今で も湧水がわ いて くる。

出土遺物 は図 -9と 37と 40で ある。

(白 井 忠 雄 )
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第 4章  出 土 遺

1.土 器観察表
①

弥 生 式 土 器

物

器 形
器
号

土
番 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

無
　
頃
　
士霊

1

・ 最大腹径は、胴中位にありやや胴長の器

体を呈す。

・ 口端部は、やや面をなし少 し内面に肥厚

する。

・ 底郎は、平底。

・ □縁部内外面 ともすデ

にて仕上げる。

・ 頸部には、 3本 と2本

の原体で、櫛描 き平行

線が施されている。

・ 胴都外面は、 磨き、

内面は、すデにて仕上

げる。

堕 2

・ 胴長の器体を呈す。

・ 底部は、やや突出 した平底。

・ 体部内外面ともすデ。

・ 頸部に輸描波状丈を、

肩部には、櫛描 きによ

る文様が施されている(

oこ れより下記

は、KH地区の

出土遺物である
。乳裾色

・ 胎± 1効2内

外の砂粒を含

b。

・ 焼成 良

器師土

杓 土

子製

型 品

3

・ 狗子形をしてかり、持ち手がやや斜めに付

けられている。

・ 全体的に手づくねで、

指圧痕が顕著である。

・ 持ち手の裏面には、 2

ケ所、竹簡文がついて

いる。

・ A-26包 含

層

・ 乳褐色

・ 胎土、細砂含

tFO

・ 焼成 軟質

蓋 4

・ 天丼部に中凹みのつなみをもつ。

・ 天丼か ら口縁部へ と、なだ らかに屈曲し

回端都は、丸 ぐかさめ られている。

・ 天丼部は、回転を利用

したハケロ調整。

・ 口縁都外面は、叩き目

後細かいハケロ、内面

は、すデにて仕上げ ら

れている。

・ B-126
土器溜め

・ 淡黄裾色

・ 胎土 良好
。焼成 軟質

・ 短頌壷の蓋か

鉢

・ 短 〈外出する口縁。

・ 口縁部 と体都 との接合都外面、ややふ 〈

らむ。

・ 丸底。

・ 回縁部内面は、斜方向

外面は、縦方向のハケ

目調整後すデ。

・ 体部内面は、すヂ、外

面は、縦方向のハケロ

にて調整されている。

・ 底都は、すデでていね

いに仕上げ られている

・ A-20錦
遺物柩 2

-1許
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器 形
器
号

土
番 徴特の態形 手 法 の 特 徴 考備

甕 6

。短 〈外皮する口縁、端部は、小さ 〈立ち

上が り外面に稜をもつ。

・ 最大腹径は、胴中位にあり、胴長の器体

を呈す。

口縁部内外面 とも斜方

向のハケロ調整。

体部内面は、すデにて

平滑に仕上げている。

外面は、斜方向のハケ

目調整。 ススの付着著

しい。

・ B-67井 戸
-1/胚 7

・ 淡茶褐色
。胎土 良好
。焼成 良好

笙

・ 内彎 ぎみに上方へのびる口縁。

・ 国縁部 と体部の区画は、にぶ くなだらか

に偏平な体都へつづ く。

・ 底部は、平底。

・ 内縁部内外面 ともすデ

調整

・ 祭部内面は、横方向、

外面は、斜方向の円Πき

目が行われている。

・ 体部内面は、すデ、外

面は、上半のみ斜方向

の叩 き日、下半は、す

デ調整。

・ 底部外面は、縦方向の

叩 き目が行 なわれてい

る。

・ A-20包 含

層

・ 淡黄褐色

・ 胎土 良好

・ 焼成 良好

・ 内面の叩 き目

は、当板が平

行 なのか。

甕

・ 短 〈外反する国縁、端部は、短か 〈立ち

上が り、外側に狭い面をもちゆるい凹線

一条施こす。

・ 最大腹径は、胴中位にあり偏平な器体を

呈す。

・ 底部は、平底。

・ 口縁部内外面 ともすデ

調整。

・ 体部内外面 とも斜方向

の叩 き目が行われてい

る。

・ 底都外面は、縦方向の

叩 き目が行なわれてい

る。

・ A-20-括
遺物%1

・ 淡黄褐色

・ 胎土 良好
。焼成 良好
。内面の叩き目

については、

壷 7と 同じ。

須  忘  器

杯

杯

　

　

Ａ

・ たちろが りは内傾 し、端部内面にゆるい

段をつ くる。

・ 受部は短 く、先端は丸 〈つ くる。

・ 体、底部外面の 3分 の

2強箆削 りし、内面及

び他は、横 すデ調整。
e一方向の仕上げすヂが

み られる。

・ 削 りの方向は、時計な

わ り。

・ B-139
濤 -8

・ 淡青灰色

・ 胎土 やや粗

砂を含む。

・ 焼成 良

杯

　

　

Ｂ

・ たちらが りは短 〈内傾 し、端部はやや尖

りぎみである。

・ 受都は短 く、 上面rCゆ るい凹線をもち、

先端は丸 くつ 〈る。

・ 体、底部外面の 2分の

1箆 削 りし、内面及び

他は、横 すデ調整。

・ 一方向の仕上げすデが

み られる。

・ 削 りの方向は、時計 ま

わ り。

・ B-139
包含層

・ 淡灰色

・ 胎土 良好

・ 饒成 良好
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器 形
土器
番号

徴特の態形 手 法 の 特 徴 考備

杯

杯

C

。たちあが りは短 〈内傾 し、端部は丸味を

もつ。

・ 受部は短 〈、先端は丸 くつ くる。

・ 体、底部外面の 2分の

1弱箆 bllり し、内面及

び他は、横 ナデ調整。
。一方向の仕上げすデが

み られる。

・ 削 りの方向は、逆時計

まわ り。

・ B-139
包含層

・ 淡灰色

・ 胎土 やや粗

砂含む。

・ 院成 良好

蓋

蓋

A

・ 天丼部は丸い。
。天丼部 と口縁部 とをわける稜は鈍い。

・ 国縁きБは、やや外開きで、端菩[は 丸 〈内

面にゆるい段をもつ。

・ 天丼菩Ь外面の 3分の 2

箆 削 りし、内面は横 す

デ調整。
。一方向の仕 上げナデが

み られる。

・ 削 りの方向は、逆時計

まわ り。

・ 12は B-5
4濤 1

・ 暗灰色

・ 胎土 やや粗

砂含む。

・ 暁成 良好
。13は B-1
50包含層

・ 灰色

・ HHA土  粗砂含

・ 焼成 良好

蓋

B

・ 天丼菩Ьは丸 くなだ らかである。

・ 天丼都 と□縁部の区画はない。

・ 国縁部は、外開きで、端部は丸 〈内面に

ゆるい凹線をめ ぐらす もの (14)も ある(

・ 天丼部外面の 2分 の 1

箆削 りし、内面及び他

は横 すデ調整。
。一方向の仕上げすデが

み られる(15)
。削 りの方向は、時計ま

わ り(14)と逆時計ま

わ り(15)が ある。

・ 14は A-2
0-括遺物
/た 1

・ 淡灰色

・ 胎土、焼成 と

も良好。

・ 15は B-1
50包含層

・ 淡灰褐色

・ 胎土 良

・ 焼成 不良

蓋

　

Ｃ

・ 天丼部はやや偏平である。

・ 天丼都 と口縁部の区画はない。
。国縁部はややいびつで、端部は丸 くつ く

る。

。天丼部外面の 2分の 1

弱箆削 りし、内面及び

他は横 すデ調整。

・ 一方向の仕上げすデが

み られる。

・ 削りの方向は、逆時計

なわ り。

・ B-139包
含層

・ 淡灰色

・ 胎土 粗砂含

LF。

・ 焼成 良

短

頸

士霊

蓋

・ 天丼部は丸 〈なだらかである。

・ 天丼都 と口縁部の区画はない。

・ 口縁部は、やや外開きで端部内面にゆる

い段をつ くる。端都は丸 〈つ くる。

・ 天丼菩日外面の 2分の 1

強箆削 りし、内面及び

他は横 すデ調整。
。一方向の仕上げすデが

みられる。

・ 削 うの方向は、時計 な

わ り。

・ B-54濤 1

・ 淡灰色

・ 胎上、焼成 と

も良好

-2併



器 形
土器
番号

徴特の態形 手 法 の 特 徴 考備

杯

島

杯

脚

都

・ 脚部はやや長 〈、脚端部はわずかな稜を

もち段をなす。
。長方形の透 しを三方にあけている。

・ 脚部内外面とも、横す

デ調整。

・ B-54藩 1

・ 淡灰色、一部

翻色を呈す。

・ 胎土、焼成 と

も良好

19

・ 脚都は短 〈、脚端部はにぶい段をな し、

少 し内面に肥厚する。

・ 三角形の透 しを三方にあけている。

・ 杯部は器壁 が非常に薄

い

・ 脚部内外面 とも、横 す

デ調整。

・ B… 102包
含層

・ 青灰色

・ 胎土、焼成 と

も良好

有

蓋

高

杯

・ 杯都、たちろが りは内傾 し、端部内面に

段をつ 〈る。

・ 受部 r■短 く、先端は丸 〈つ くる。

・ 脚都は短 く、脚端部は誇長されやや大き

く丸い、にぶい凹線が一条め ぐっている

。長方形の透 しを三方にあけている。

・ 体、底都外面の 2分の

1箆 削 りし、内面及び

他は横 すヂ調整。

・ 一方向の仕 上げナデが

み られる。

・ 削 りの方向は、逆時計

まわ り。

・ 脚都内外面 とも横 ナデ

調整。

・ B-54濤 1

東肩都

・ 淡青灰色

・ 胎土、焼成 と

も良好

・ 杯部、たちろが りは内傾 し、端部内面に

にぶい段をつ くる。

・ 受部は短 〈、先端は丸 〈つ くる。

・ 脚部は非常に短 く、脚端部は、丸 〈凹線

が一条め ぐっている。

・ 長方形の透 しを三方にあけている。

・ 体、底都外面の 2分の

1箆削 りし、内面及び

他は横 すデ調整。

・ 一方向の仕 上げすデが

み られる。

・ 削 夕の方向は、逆時計

まわ り。

・ B-54濤 1

暗灰色

・ 胎土、擁成 と

も良好

・ 受部に蓋の溶

着が認められ

る。

無

蓋

高

杯

22

・ 杯都、回縁都と体部の区画はなく、回縁

都から体部へなだらかにつづく。
・ 端部は丸 〈つくる。

・ 脚部は非常に短く、先端は外方へやや拡

がりぎみで丸〈かさめる。

・ 体、底都外面の 2分の

1箆 削夕し、内面及び

他は横すデ調整。

・ 一方向の仕上げナデが

みられる。

・ B-139包
含層

・ 淡青灰色

・ 胎土、焼成 と

も良好

２３

　

　

　

・
　

　

　

２４

・ 杯部はやや小型で浅 (、 回縁部は外上方

へ開き、日縁部 と底都の区画に凹線 とそ

れに画された段がつ く。また、その段に

箆描 きの斜線文を施こしたもの (24)
もある。

・ 脚部、円筒部は細長 〈しほ り、裾部は外

下方へ大き〈拡がる長脚 2段透 しである
。脚端都は、面をもつもの (23)と丸 くか

さめた もの (24)が ある。

・ 体、底部外面の 2分の

1箆 削 うした後、内面

及び他 ともに横 すデ調

整。

・ 一方向の仕上げすヂが

み られる (23)
・ 脚の円筒部内面にみ ら

れるしほ う日は顕著で

ある。

・ 23は B-6
7包含層一括

遺物て 1

・ 暗灰色

・ 胎土、焼成 と

も良好

・ 24は B-6
7包含層一括

遺物た 2

・ 淡灰色

・ 胎土、焼成 と

も良好

-21-



器 形
土器
番号 徴特の態形 手 法 の 特 徴 考備

態

25

・ 回頸都は一旦外反 してのち、段をつ くっ

て外上方へのびる。

・ 端部は内面 rC、 ゆるい段をもつ。
・ 頸部 と□縁部 との区画には、わずかにつ

なみだ した凸帯がめぐる。

・ 日縁部外面には、 4条のゆるやかな櫛描

波状交が施されている。

・ 体都はゃゃ肩が張 り、そ こに一個の円孔

が穿たれている。

・ 回頌部 と体部の接合菩B

は、 とてもていねいに

仕上げ られ ている。

・ 体部内外面 とも横 ナデ

中位下は、箆ぁて後、

不定方行のすデ。

・ 底部内面は指圧痕が、

外面は一方行のすデ調

整。

・ A-26包 含

層

・ 暗青灰色

・ 胎土、焼成 と

もに良好

・ 底部は、いびつで平底 ぎみである。

・ 回頌都は大き〈外上方に開き、端都でさ

らrC段 をつ くってのびる。

・ 端都は、丸 ぐつ くる。

・ 体都は、あま り肩が張 らず丸味をもつ。

・ 体都中央に一個の円孔が穿たれている。

・ 底都中央がやや凹んでいる。

・ 口頸部及び体都中央な

で横 すデ調整。

・ 体部中央下r■箆削 りさ

れている。

・ 削 りの方向は、逆時計

なわ う。

・ 一切の装飾はみ られな

し
^。

・ A-23包 含

層

・ 淡灰色

・ 胎土、粗砂含

む

・ 焼成 良好

27

・ 頸割は、やゃ細 〈、 日頸部は大き〈外上

方に開 〈、端都はつなみだ した凸帯がめ

ぐりさらに開 くと思われる。

・ 回頸部には、凹線が 2条づつ 2段にめ ぐ

うその間に、細かい櫛描 き波状文が 2段
と基頌部上に、細かいんキロが施されて
いる。

・ 体部は丸 く、肩部に 2条、体都中央に一

条の凹線がめぐり、その間に櫛描き列点
丈が施されている。又、そこに一個の円

孔が穿たれている。

・ 口頌部内面に しは り日

がみ られる。

・ 口頸部及び休都中央な

で横 ナデ調整。

・ 体都中央下は、ていね

いに箆削 少されている

・ 削 うの方向は、逆時計

まわ う。

・ B-126士
器溜め

・ 暗灰色

・ 胎上、焼成と

も良好

２８

　

　

・
　

　

２９

・ 頸部は、細 く、 日頌部はやや短 〈外上方

に開 〈。

・ 国頌部には、凹線が 2条め ぐり、他の装

飾はみ られない。

・ 体都は、少 し稜をもち肩が張る。そこに

凹線が 1～ 2条め ぐる。

・ 体都中央に一個の円孔が穿たれている。

・ 底部は、丸味をもつ もの (28)と 平たい

もの (29)が ある。

・ 口頌部内面に しぼ り目

がみ られる。 (29)
・ 日頸部及び体都中央 ま

で横 すデ調整。

・ 体部中央下は、粗 〈箆

削 夕されている。

・ 削 りの方向は、逆時計

なわ う。

・ 28は B-1
02井戸 -2

・ 淡青灰色

・ 胎上、粗砂含

tr。

・ 焼成、良好

・ 29は B-1
02井戸 -1

・ 淡青灰色

・ 胎土、焼成 と

良好

壼

台

付

壷

31

32

・ 回頃部、脚部は久損のため不明。

・ やや内彎 ぎみの肩部、肩部か ら体都へ丸

〈つづ くもの (31)、 やや角をもつもの

(32)が ある。

・ 肩部及び内面は、横 す

デ調整。

・ 体部は、箆削 う後横 ナ

デ調整。

・ 31は、 B―
67井戸 -1
/密 1

・ 青灰色
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器 形
器
号

土
番

徴特の態形 手 法 の 特 徴 考備

台
　
　
付
　
　
士霊

３‐

　

　

．
　

　

３２

・ 肩部 と体部の境界に、凹線 1～ 2条、体

部、上部に も 1条め ぐらし、その間に櫛

描 き列点丈を施 す。

・ 底部は丸 〈、細い脚部がつ く、脚部には

三方の透 しが認められる。

・ 削 りの方向は、逆時計

まわ り。

・ 胎土、焼成 と

も良好

・ 32は、 B一
67井戸-1上

層

・ 暗灰色

・ 胎土、院成 と

も良好

・ 自然釉の付着

が、著 しい。

霊

A

・ 国頌菩Bは久損のため不明。

・ 最大腹径は、体都中央にある丸い器体を

呈す。

・ 肩部と体部の境界に、凹線 2条が 2段 め

ぐり、その 下rf櫛描 き列点文が施されて

いる。

・ 休都中央に粗いカキロ。

・ 底部は、やや丸い。

・ 肩きЬ及び内面は、横 す

デ調整。

・ 体部中央下は、箆削 り

・ 底都は、箆削 り後横 ナ

デ調整。

・ 削 りの方向は、時計 ま

わ り。

・ B-67井 戸

-1/密 4

・ 暗灰色

・ 胎 土、院成 と

も良好

一霊
　
　
Ｂ

・ □頌部は、欠損のため不明。

・ やや肩の張る、いびつな丸い器体を呈す。

・ 肩部 と体都 下半にんキロが行なわれてい

る。

・ 底部は、やや丸味 をもつ。

・ 肩、体部及び内面は横

すデ調整。

・ 体部下半外面は、箆削

り。

・ 削 りの方向は、時計ま

わ り。

・ B-67井 戸

-1/密 3

・ 灰裾色

・ 胎土、良

・ 暁成、 良、や

や生焼けか。

霊

C

３４

　

・

　

３５

・ 短 〈外 上方へ開 〈国頸。

・ 日端部は、外側に肥厚 し沈線を一条めぐ

らす もの (34)も ある。

・ 硬部にはカキロ後横 すデを行なう。

・ 体部は、球形の もの(34)と やや肩の張

るもの (35)が ある。

・ 体部中央にカキロを行なう。

・ 底部は、九味をもつ。

・ 肩、体部及び内面は横

すデ調整。

・ 体部 下半外面は、箆 削

り。

・ 削 りの方向は、時計ま

わ り。

・ B-102
井戸 -2

・ 淡灰色

・ 胎土、焼成 と

も良好

直
　
□
　
一霊

・ 外上方にはほなっす ぐのびる日頸。端部

は丸い。

・ 口頸都中央 よリカ十日を行 う。

・ やや肩の張 る器体を呈 し、肩都 より体都

中央下までカキロを行 う。

・ 底都は、平たい。

・ 端部及び内面は、横 ナ

デ調整。

・ 体部中央下外面に、格

子目ふ うの叩 き目が、

み られる。

・ 体部下半外面は箆削 り十

・ 削 りの方向は、逆時計

なわ り。

・ B-102
井戸-2

・ 淡灰白色

・ 胎土、焼成 と

も良好

広

回

壷
37

・ 国頸部は広 く、短 〈外上方へ開 〈。端都

は、欠損のため不明。

・ 短 〈張 った肩か ら屈曲し体都へつづ 〈。

・ 底部外周のわずか内側か ら、やや外方ヘ

・ 口頌、肩都及び内面は

横 すデ調整。

・ 体部外面は、縦横の軽

い箆削 りの後横 すデ調

・ C-142
井戸 -3

・ 淡灰色

・ 胎土、焼成 と
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器 形
器
号

土
番 徴特の態形 手 法 の 特 徴 考備

広

国

蓮

ぶんば った短い高台がつ 〈。 整。

・ 底都は、箆削 り、削 り

の方向は、逆時計なわ

り。

も良好

平

瓶

平

瓶

38

・ 口縁都は、やや内彎 ぎみにのび、体部 上

面の中′とか ら外 して接合する。

・ 体部上面は、丸味をもちふ くらみ、器体

は丸味をもつ。

・ 体都中央にカキロ後、横すデ調整。

・ 底部は平たヤち ラセン状にカキロ調整する。

・ 体部上面には、小さな粘土粒を 2個貼付

している。

回lra都 及び体部上面、

内面は、横 すデ調整。

体部下半外面は箆削 り

削 りの方向は、逆時計

まわ り

・ B-67包 含

層一括遺物

/を 3

・ 淡灰色

・ 胎土、焼成 と

も良好

甕

甕

Ａ
39

・ 外反する国縁都。

・ 丈様は、にぶい凸帯 と櫛描 き波状文の組

合せである。

・ 入念な横すデ調整。

・ B-102包 含層

・ 暗灰色

・ 胎土、焼成 とも

に良好

・ 断面は赤紫色

甕

　

Ｂ

・ □頌は短 〈、やや立ちろが う外反する。

・ 日端部は下へ折 りまげて、上端は稜をな

し、下端菩Bは やや垂下 し、丸 〈つ くる。

・ 口頸菩日外面は、格子目

ふ う叩き目文後、内面

ともに横すデ調整。

・ 肩部外面は、格 子目ふ

うΠ口き目交、内面は同

心円文。

・ C-142
井戸 -3

・ 青灰色

・ 胎土、やや粗

砂含む

・ 焼成 良好

提

瓶

提
　
瓶
　
Ａ

。日頌都は、内彎 ぎみに短 ぐ外反 し、端部

は段をなす。

・ 体部の前面は丸 (ふ 〈れ、背面は丸味を

もち、平らな部分は少ない。

・ 肩の両側には、壌状を偏平に した耳がつ

いている。

・ 口頸部は内外面 とも横

すデ。

・ 体部前面は、細かいカ

キロ後、検すデ調整。

・ 体部背面は、箆削 ♭後

カキロを 2回 ぐり返 し

行なう。

・ B-67包 含

層一括遺物

力と4

・ 淡青灰色

・ 胎土 やや粗

砂含む

・ 焼成 良好

提

　

瓶

　

Ｂ

42

・ 口頌部は、短 〈外反する。端部は欠損の

ため不明。

・ 体部の前面は、丸味をもち、なだらかで

背面は丸味をもちなが らも平 らてある。

・ 肩の両側には、小さ 〈退化 した耳がつい

ている。

・ 回頸部は内外面 とも横

すヂ調整。  .
・ 体部前面は、やや粗い

力十日後、横 すデ調整

・ 前面中心部に、「 X」

に粗い力十日を施 して

いる。

・ 体部背面は、箆 削 り後

カキロを行なう。

・ B-67井 戸

-1/廼 ト

・ 淡青灰色

・ 胎土、焼成 と

も良好

甕 甕 43

・ 回頸部は、短 〈外反 し、端部は外側に折

り返 し肥厚する。

・ 最大腹径は、体都中位にあり、偏球形を

呈す器体をもつ。

・ 底部は丸底。

・ 口頸部の内外面は、横

すデ調整。

・ 体都外面は、格 子日ふ

う叩き目文後、細かい

んキロ調整。

・ B-67井 戸
-1/吃 7

・ 淡黄灰色

・ 胎土、焼成 と

も良好

=24-



器 形
器
号

土
番 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

甕 甕 43

・ 体部内面は、同心円文

力Hつ く。

・ 体部外面にス

スの付着が著

しい。

横

瓶

横

瓶

44

・ 口頌部は、ほはなっす ぐ上方にのび、端

部は丸 〈つ くる。

・ 体部は俵を横倒 しした形である。

●日頃部の内外面は横 す

デ調整。

・ 体都外面は、格子目ふ

うの叩 き目文後、粗い

角十日調整。

・ 体部内面は、同心円文

がつ く。

・ 体部長辺の両端は、当

板を少 しづつず らして

成形 したのか、同心円

文が乱れ凹凸が激 しい

・ B-67井 戸
-1た 8

・ 淡黄灰色

・ 胎土、焼成 と

も良好

-2鮮



2.包 含層 の土器

包含 層 よ う出土 した土器 は、そ の多 くが小片 で且 つ、 資料が膨大で、全 て

を把握 しきれ ないので、 ここではそ の中 よ り、 よう良好 な資料 のみを抽 出 し

述べ る事 にす る。

包含層 か らは、 土師器 と須恵器が混在 して出上 してか り、そ の中心は須恵

器 が圧倒 的多数 を占めている。 須恵器 は、杯 (10・ 11)、 杯蓋 (13・ 14

・ 15・ 16)、 高杯 (19・ 22・ 23・ 24)、 躍 (25・ 26・ 27)、 平瓶 (41)

甕 (39)が み られ、5世紀 中葉か ら 7世紀 前半 の もので、 6世紀 末か ら 7世

紀前 半の ものが最 も多い。

全般的 に新 しい様相 を もつ なかで、 磨 (25)は 、非常 に古 い要素 を含 ん で

い る と思 われ る。 国縁部 外面に施 された櫛描 き波状 文は、 大阪府 大東 市、堂

山古墳9出 土 の有蓋 高杯 のそれ と酷似 し、胴 の張 り及び胴 下半の不定 方向の

すデな ど、初期 須恵 器 の範疇 に属 するで あろ う。

土師器 は、蓋 (4)、 鉢 (5)、 壷 (7)、 甕 (8)が あ り、異形 の ものは、

杓 子型 土製品 (3)の み で ある。鉢、壷、甕 、は比較 的時期 の新 しい もの と思

われ る。

3.井 戸の土器

井 戸 -1出 土土器 は、須恵器、壺 (30・ 33)、 台付壷 (31・ 32)、 提瓶

(42)、 横瓶 (44)、 甕 (43)、 土師器甕 (6)、 で ある。

いずれ も 6世紀 末か ら 7世紀前 半 と思われ る。

井 戸 -2出 土土器 は、須恵器、豆 (34・ 35・ 36)、  睦 (28・ 29)で、

上層 には睦 が、下層 には立が あ りほ とん ど時期 は な く、 7世紀前 半で あろ う。

井 戸 -3出 土土器は、須恵器、広 □壷 (37)、 甕 (40)、 瓶 子 (図-10)

であ る。瓶 子は、 回縁 部 はわずか に外上方にひ らき、体部 は丸 〈ふ くらみ、

体部 中位 下 よ うか る 〈箆 削 りされ、 底部外周 よ う、 しっか うした高台がつ 査

底部 には、 箆で「 大 」が描 かれ ている。 これ らは、他 の井 戸に比べ て、 一番

新 し く、 8～ 9世紀 と思 われ る。

-2←



先 にも述べたが、包含層及び井戸、その他遺構出上の土器が、 あな うに も

膨大 なので、 あ くまで も特徴的なものだけを取 り上げただけなので、今度、

さらに修 正、検討を続けてゆきたい。

(大 野 恵三 子 )

①  須恵器観察表及び各部 分の名称、年代観は、 田辺 昭三  『 陶邑古窯址 群

I』 平安学 園 考古学 クラジ 1966年  を参 照させ ていただいた。

②  『 堂 山古墳群発掘調査概要 』 大阪府教育 委員会   1973年

図 -9

4.そ の他 の遺物

図 -10 1.出 土地 は B-67

で あろ う。

図 -10 2.出 土地 は B-54

は良 で、色調 は乳禍色 で ある。

盟 -10 3.出 土地 は A-22

は良好 で、色調 は灰青色 で ある。

サ ヌカイ ト製打製石剣 の破片

土師質 の紡鍾 菫で焼成・ 恰土

須恵質 の紡鍾 車で焼成・ 胎土

包含 層

包含 層

包含 層
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図 -10 4.出 土地 は B-78包 含層   土師質 の椀 で内面は ヘラみが

きで暗 文状 に残 っている。 その暗 文の付 けかたは上部 は回転状 に下部 は ジグ

ザタ状 に施 してい る。 外面は上部 8効なで横 すデで、それ よ う下部 は ヘラケ

父 り後横 すデを してい る。底部は ハ リ付 高台 の後横 すデを施 してい る。焼 成

・ 胎土は良好 で、色調 は内面が黒色 で外面淡茶褐色 で ある。

図 -10 5.出 土地は C-142 井 戸 -3出 土 土師質 の手づ 〈ね小

llllで ある。底部 のみ手づ 〈ね で他 は横 すデである。焼 成・ 胎土 は良好、色調

は乳 白色 で ある。

図 -6 6.出 土地 は A-20包 含 層   滑石製 の子持匂玉 である。

図 -lo (白 井忠雄 )
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図版 2
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図版 3

KH B地 区・ 方形周濤墓一 l・ 全景 南か ら
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図版 5

KH C地 区 南か ら

KH C地 区・ 住居址 一l 東か ら



図版 6

KH C地 区 南か ら
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図版 8
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図版 ll

-41-



Ｄ

Ｉ
Ｉ

図版 12

Ｅ
十

Ｆ
十

腕
。沖

ｏ
。②

。
⑥
　
　
ゐ
〕　
　
　
　
　
。

-42-



図版 13
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図版 14 | 
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図版 15
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図版 16
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図 版 17
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図版 18
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